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ⅣⅣ  学学校校部部活活動動のの地地域域連連携携・・地地域域移移行行調調整整事事業業  

 

東京都スポーツ協会では、学校部活動の地域連携・地域移行の受け皿の１つとして考えられている

「地域スポーツクラブ」の持続可能な運営体制を構築し、社会的な仕組みとして地域社会に定着させ

ることを目的に、その育成支援を行っております。 

  

  

11  総総合合型型地地域域ススポポーーツツククララブブ東東京京都都協協議議会会にによよるる指指導導者者紹紹介介  

 

今年度より、総合型地域スポーツクラブ東京都協議会（以下、都協議会という。）と協力し、「登録・

認証制度」に登録している都内の地域スポーツクラブ等から学校部活動の指導者を紹介する事業を開

始しました。今年度の申請件数は０件でした。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

22  学学校校部部活活動動のの地地域域連連携携・・地地域域移移行行にに関関すするる会会議議等等へへのの参参加加  

  

総合型地域スポーツクラブ東京都協議会による指導者紹介の仕組みについて、地域スポーツク

ラブサポートネットにおいて案内を開始するとともに、東京都教育庁の主催する「部活動検討委

員会」及び「連絡協議会」に出席し、情報を共有しました。 

【指導者紹介フロー図】 

①区市町村のスポーツ主管課及び教育委員会から、 

ご相談や申請を当協会で受け付けます。 

②都協議会は登録している地域スポーツクラブ等と 

調整を行います。 

③結果について、当協会より区市町村に報告します。 

④手続きについては、区市町村と地域スポーツクラブ等 

で行います。 
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ⅤⅤ  令令和和 66 年年度度東東京京都都ににおおけけるる地地域域ススポポーーツツククララブブ活活動動状状況況報報告告    
（「令和 6 年度総合型地域スポーツクラブ活動状況調査（スポーツ庁）」東京都回答より） 

 

１１  調調査査のの概概要要  

（１）目 的  東京都において創設された地域スポーツクラブの活動内容、課題等

の現状を把握し、今後の地域スポーツクラブの育成推進のための基

礎資料とする。 

（２）対 象  東京都内の創設済み地域スポーツクラブ 

（３）実 施 期 間  令和 6年 11 月 27 日～令和 6年 12 月 23 日 

（４）実 施 方 法  各区市町村スポーツ主管課を通じて、地域スポーツクラブに対して 

インターネットによるアンケート調査を実施した。 

（５）調査票回収状況  配布数 163 部 回収数 106 部 回収率 65.0％ 

（６）東京都地域スポーツクラブ設立数について（令和 7年 3月 27 日現在） 

 
 

（７）調査結果の概略  
項項目目  

活活動動状状況況  
備備考考（（令令和和 66 年年度度））  

令令和和 55 年年度度    令令和和 66 年年度度  

会会員員数数  221133 人人※※¹¹  ⇒⇒  221133 人人※※¹¹  
構構成成はは小小学学生生（（3322..33%%））がが最最もも多多くく、、次次いいでで 6600～～6699 歳歳（（1133..99%%））、、年年齢齢不不明明（（1122..11%%））とと

ななっってていいたた。。調調査査時時のの都都内内総総会会員員数数※※²²はは、、おおおおよよそそ 3344,,771199 人人ででああっったた。。  

月月会会費費  11,,000000 円円※※¹¹  ⇒⇒  11,,000000 円円※※¹¹  

全全体体のの 8855..00%%ののククララブブがが会会費費をを徴徴収収ししてておおりり、、ククララブブごごととでで一一人人ああたたりりのの会会費費のの額額

にに差差ががみみらられれたた。。（（一一人人当当たたりりのの負負担担  最最安安値値：：66 円円、、最最高高値値：：1155,,000000 円円））（（平平均均値値

はは 22,,332244..44 円円））  

ククララブブママネネジジャャーー  

のの配配置置  
5566 ククララブブにに配配置置  ⇒⇒  5599 ククララブブにに配配置置  常常勤勤がが 4400..22%%、、非非常常勤勤がが 5599..88%%ででああっったた。。  

予予算算規規模模  333388 万万円円※※¹¹  ⇒⇒  334455 万万円円※※¹¹  11,,000000 万万円円以以上上がが 2277..99%%、、110000 万万円円未未満満がが 1166..33%%とと予予算算規規模模にに差差ががみみらられれたた。。  

自自己己財財源源率率  約約 7722..33%%※※¹¹  ⇒⇒  約約 7733..66%%※※¹¹  
「「9911～～110000%%」」がが 4411..77%%、、「「7711～～9900%%」」がが 2266..22%%、、「「5511～～7700%%」」がが 1111..99%%ととななっってていいたた。。（（※※

自自己己財財源源率率＝＝｛｛会会費費++事事業業費費++委委託託費費｝｝//全全体体収収入入））  

主主なな活活動動拠拠点点  学学校校体体育育施施設設  ⇒⇒  学学校校体体育育施施設設  
主主なな活活動動拠拠点点はは学学校校体体育育施施設設 5544..66%%、、公公共共ススポポーーツツ施施設設 3377..11%%、、自自己己所所有有施施設設

22..11%%、、休休校校・・廃廃校校施施設設 11..00%%、、民民間間ススポポーーツツ施施設設 11..00%%ととななっってていいるる。。  

「「令令和和 66 年年度度総総合合型型地地域域ススポポーーツツククララブブにに関関すするる実実態態調調査査（（ススポポーーツツ庁庁））」」東東京京都都回回答答よよりり  

※※11  会会員員数数、、月月会会費費、、予予算算規規模模はは中中央央値値、、自自己己財財源源率率はは平平均均値値をを示示ししてていいるる。。  

※※22  都都内内総総会会員員数数はは、、会会員員数数中中央央値値にに調調査査時時ククララブブ数数（（116633 ククララブブ））をを乗乗じじたた数数ととししたた。。  

    

2222 2255 2299 3322 3388 4411 4455 4477 4499 5511 5544 5566 5566 5566 5566 5566 5577 5577 5577
4455

5533
6666

7799
8888

110077 111122 111166 112200
112288 113322 113355 114400 114422 114455 114466 115522

115599 116633

00

2200

4400

6600

8800

110000

112200

114400

116600

118800

東東京京都都ののククララブブ育育成成状状況況

区区市市町町村村数数 ククララブブ数数
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２２  調調査査結結果果ⅠⅠのの報報告告  
※グラフ内の n は、各質問項目への総回答数を示す。 
※回答結果（百分率）は、小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位までの結果を示している。 

そのため、百分率の合計が 100％にならないことがある。 
※昨年度同一の調査もしくは類似した調査が行われていた場合には、昨年度の結果も付記している。 
 
（１）学校運動部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行（地域移行）について 
① 学校運動部活動の地域移行に関する認知・取り組みの現状 
学校運動部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行（地域移行）について、「よく知っている」と回

答したクラブは 27.4%、「ある程度のことは知っている」クラブは 56.6％であり、合わせて全体の 84.0%
を占めていた。一方、「聞いたことはあるが、詳しくは知らない」クラブは 16.0%、「ほとんど知らない」

クラブは 0.0%で合わせて全体の 16.0%となっていた（図 1）。 
クラブとして学校運動部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行に関する取組状況について、「学校

運動部活動の地域連携に取り組んでいる」と回答したクラブが 19.8%、「学校運動部活動の地域クラブ活

動への移行に取り組んでいる」クラブが 6.6%、「学校運動部活動の地域連携・地域クラブへの移行の両方

に取り組んでいる」クラブが 12.3%であった。一方で、「いずれも取り組んでいない」クラブは 61.3%で

あった（図 2）。 

 

 

2277..44 5566..66 1166..00

00..0000..00

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

図図11..学学校校運運動動部部活活動動のの地地域域移移行行ににつついいてて

よよくく知知っってていいるる ああるる程程度度ののここととはは知知っってていいるる

聞聞いいたたここととははああるるがが、、詳詳ししくくはは知知ららなないい ほほととんんどど知知ららなないい

そそのの他他

nn＝＝110066ククララブブ

1199..88 66..66 1122..33 6611..33

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

図図22..学学校校運運動動部部活活動動のの地地域域移移行行へへのの移移行行

にに関関すするる取取組組状状況況ににつついいてて

学学校校運運動動部部活活動動のの地地域域連連携携にに取取りり組組んんででいいるる

学学校校運運動動部部活活動動のの地地域域ククララブブ活活動動へへのの移移行行にに取取りり組組んんででいいるる。。

学学校校運運動動部部活活動動のの地地域域連連携携・・地地域域ククララブブ活活動動へへのの移移行行のの両両方方にに取取りり組組んんででいいるる。。

いいずずれれもも取取りり組組んんででいいなないい。。

nn＝＝110066ククララブブ
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② 地域クラブ活動における運営団体・実施主体の担当状況および将来的な可能性 
休日の学校運動部活動から移行する地域クラブ活動の運営団体を担うことについて、「現在担っている」

クラブは 10.6%であった。また、「今後担う予定である」クラブは 1.9％、「担いたいと考えている」クラ

ブは 38.5%であり、合わせて全体の 40.4%を占めていた。一方、「担うことは考えていない」クラブは

33.7%であり、「その他」が 15.4%であった（図 3）。「その他」の具体的な内容としては「状況を見守って

いる」や「行政の方針が決まっていない」などの回答が挙げられた。さらに、「今後担う予定である」と

回答したクラブにその予定時期を尋ねたところ、「2024 年度」と「2025 年度」との回答を得た。 
休日の学校運動部活動から移行する地域クラブ活動の実施主体を担うことについて、「現在担っている」

クラブは 8.5%であった。また、「今後担う予定である」クラブは 1.9%、「担いたいと考えている」クラブ

は 35.8%であり、合わせて全体の 37.7%を占めていた。一方、「担うことは考えていない」クラブは 40.6%、

「その他」が 13.2%であった（図 4）。「「その他」の具体的な内容としては「検討中」や「担うことを想

定していたが、地域行政がどのような方針をもっているかによるし、クラブにマネージメントする体力

（財源）がない」などの回答が挙げられた。さらに、「今後担う予定である」と回答したクラブにその予

定時期を尋ねたところ、「2024 年度」と「2025 年度」との回答を得た。 
平日の学校運動部活動から移行する地域クラブ活動の運営団体を担うことについて、「現在担っている」

クラブは 10.5%であった。また、「今後担う予定である」クラブは 0.0％、「担いたいと考えている」クラ

ブは 41.9%であり、合わせて全体の 41.9%を占めていた。一方、「担うことは考えていない」クラブは

38.1%であり、「その他」が 9.5%であった（図 5）。「その他」の具体的な内容としては、「クラブ内で未検

討」や「行政より説明を受けている最中である」などの回答が挙げられた。 
平日の学校運動部活動から移行する地域クラブ活動の実施主体を担うことについて、「現在担っている」

クラブは 9.5%であった。また、「今後担う予定である」クラブは 0.0%、「担いたいと考えている」クラブ

は 39.0%であり、合わせて全体の 39.0%を占めていた。一方、「担うことは考えていない」クラブは 41.0%、

「その他」が 10.5%であった（図 6）。「その他」の具体的な内容としては、「平日の指導者の確保や時間

等で難しいと考えている。」や「未定」などの回答が挙げられた。 
「(地域クラブ活動の運営団体・実施主体を)現在担っている」と回答したクラブが行っている具体的な

内容については、「指導者の質を確保し、適切な指導を行うことができるよう、体制を整えている」が

80.0%と最も高く、続いて「参加者のニーズ等を把握し、活動へ反映する仕組みや体制を整えている」、

「行政や学校と連携して取り組んでいる」が 73.3%であった（図 7）。 
また、「(地域クラブ活動の運営団体・実施主体を)担うことは考えていない」と回答したクラブにその

理由を尋ねた。結果、「指導者が確保できないため」が 79.4%と最も高く、続いて「事務局員等が確保

できないため」が 61.8%、「行政から具体的な相談・依頼等がないため」が 50.0%であった（図 8）。 
総合型地域スポーツクラブが地域クラブ活動の運営団体・実施主体となる場合の課題では、「指導者

の確保」が 95.7%と最も高く、続いて「行政や学校との連携体制」が 80.4%、「保護者・生徒の理解」

が 70.7%であった（図 9）。「その他」の具体的な内容としては、「大会組織との連携」や「行政が地域ス

ポーツクラブに対して無関心なこと」などの回答が挙げられた。 
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1100..66

11..99

3388..55 3333..77 1155..44

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図33..休休日日のの地地域域ククララブブ活活動動のの運運営営団団体体

をを担担ううここととににつついいてて

現現在在担担っってていいるる 今今後後担担うう予予定定ででああるる

担担いいたたいいとと考考ええてていいるる 担担ううここととはは考考ええてていいなないい

そそのの他他

nn＝＝110044ククララブブ

88..55

11..99

3355..88 4400..66 1133..22

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図44..休休日日のの地地域域ククララブブ活活動動のの実実施施主主体体

をを担担ううここととににつついいてて

現現在在担担っってていいるる 今今後後担担うう予予定定ででああるる

担担いいたたいいとと考考ええてていいるる 担担ううここととはは考考ええてていいなないい

そそのの他他

nn＝＝110066ククララブブ

1100..55

00..00

4411..99 3388..11 99..55

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図55..平平日日のの地地域域ククララブブ活活動動のの運運営営団団体体をを

担担ううここととににつついいてて

現現在在担担っってていいるる 今今後後担担うう予予定定ででああるる

担担いいたたいいとと考考ええてていいるる 担担ううここととはは考考ええてていいなないい

そそのの他他

nn＝＝110055ククララブブ

99..55

00..00

3399..00 4411..00 1100..55

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図66..平平日日のの地地域域ククララブブ活活動動のの実実施施主主体体

をを担担ううここととににつついいてて

現現在在担担っってていいるる 今今後後担担うう予予定定ででああるる

担担いいたたいいとと考考ええてていいるる 担担ううここととはは考考ええてていいなないい

そそのの他他

nn＝＝110055ククララブブ

8800..00

7733..33

7733..33

6666..77

6666..77

6600..00

6600..00

4466..77

00..00

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

指指導導者者のの質質をを確確保保しし、、適適切切なな指指導導をを行行ううここととががででききるるよようう、、

体体制制をを整整ええてていいるる。。

参参加加者者ののニニーーズズ等等をを把把握握しし、、

活活動動へへ反反映映すするる仕仕組組みみやや態態勢勢をを整整ええてていいるる。。

行行政政やや学学校校とと連連携携ししてて取取りり組組んんででいいるる。。

参参加加者者やや保保護護者者等等ととのの間間にに

運運営営にに必必要要なな情情報報伝伝達達のの基基盤盤をを整整ええてていいるる。。

安安全全・・安安心心なな活活動動をを提提供供すするるたためめのの方方針針やや体体制制をを整整ええてていい

るる。。

継継続続ししてて運運営営・・活活動動すするるたためめのの収収支支計計画画をを作作成成ししてていいるる。。

参参加加者者のの怪怪我我やや活活動動時時のの事事故故等等にに備備ええたたリリススククママネネジジメメンン

トトののたためめにに、、必必要要なな保保険険にに加加入入ししてていいるる。。

ススポポーーツツ庁庁やや都都道道府府県県・・市市区区町町村村ののガガイイドドラライインン等等にに準準じじたた

地地域域ククララブブ活活動動のの活活動動方方針針・・活活動動計計画画等等をを定定めめてていいるる。。

そそのの他他

図図77..現現在在担担っってていいるる地地域域ククララブブ活活動動のの運運営営団団体体・・実実施施主主体体ととししてて行行っってていいるる内内容容

（（複複数数回回答答））
nn＝＝1155ククララブブ
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4477..11

3388..22

3388..22

3355..33

3355..33

2200..66

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

指指導導者者がが確確保保ででききなないいたためめ

事事務務局局員員等等がが確確保保ででききなないいたためめ

行行政政かからら具具体体的的なな相相談談・・依依頼頼等等ががなないいたためめ

大大会会へへのの引引率率やや大大会会運運営営へへのの参参画画がが負負担担ににななるるたためめ

行行政政のの方方針針やや計計画画がが定定ままっってていいなないいたためめ

公公的的支支援援のの見見通通ししががたたたたなないいたためめ

ククララブブのの理理念念やや目目的的等等とと異異ななるるたためめ

活活動動場場所所がが確確保保ででききなないいたためめ

移移動動手手段段がが確確保保ででききなないいたためめ

図図88..地地域域ククララブブ活活動動のの運運営営団団体体・・実実施施主主体体をを担担ううここととをを考考ええてていいなないい理理由由

（（複複数数回回答答）） nn＝＝3344ククララブブ
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指指導導者者のの確確保保

行行政政やや学学校校ととのの連連携携体体制制

保保護護者者・・生生徒徒のの理理解解

ククララブブとと自自治治体体やや学学校校ををつつななぐぐココーーデディィネネーータターーのの確確保保

学学校校のの理理解解

活活動動すするる施施設設・・設設備備のの確確保保

トトララブブルルやや事事故故等等のの対対応応

事事務務員員等等のの確確保保

学学校校のの運運動動施施設設のの開開放放

参参加加者者管管理理、、連連絡絡・・調調整整、、会会費費徴徴収収等等をを行行ううたためめのの

アアププリリ・・シシスステテムムのの活活用用

平平日日・・休休日日のの一一貫貫指指導導

地地域域ククララブブ活活動動ととししててのの大大会会へへのの参参加加・・引引率率

ススポポーーツツ用用具具等等のの確確保保

地地域域住住民民のの理理解解

移移動動手手段段のの確確保保

特特にになないい

そそのの他他

図図99..総総合合型型ククララブブがが地地域域ククララブブ活活動動のの運運営営団団体体・・実実施施主主体体ととななるる場場合合のの課課題題

（（複複数数回回答答））
nn＝＝9922ククララブブ
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（２）総合型地域スポーツクラブ「登録・認証制度」について 
総合型地域スポーツクラブ「登録制度」について、「登録している」と回答したクラブは 34.0%（令

和 5 年度（以下 R5）は「登録済」が 35.9%）、「現在登録していないが、今後登録予定」のクラブは

17.9%（R5 は 19.6%）であった。一方、「登録する予定はない」と回答したクラブは 43.4%（R5 は

41.3%）、「その他」と回答したクラブが 4.7%（R5 は 3.3%）であった（図 10）。「その他」の具体的な

内容として「昨年度は登録していたが、メリットを感じられなかったので、今年度は登録しない」や

「現在登録しているが、今後は行わい」（回答ママ）などの回答が挙げられた。 
また、「登録する予定はない」と回答したクラブに対して、その理由を尋ねたところ、「登録手続きに

見合うメリット・必要性を感じない」クラブが 52.2%と最も多く、続いて「登録制度を理解していな

い」が 17.4%（R5 は 23.7％）、「登録基準を満たしていない」（R5 は 18.4％）および「登録料に見合う

メリット・必要性を感じない」が 13.0%、「その他」が 4.3%となった（図 11）。なお、R5 年度の調査に

おいては、「メリット・必要性を感じない」が 55.3％であった。また、「その他」の具体的な内容として

「課題が多い」との回答が挙げられた。 
「認証制度」については、「知っていて、興味がある」が 47.2%と最も多く、続いて「知っている

が、興味はない」が 34.0%、「知らないし、興味もない」が 11.3%、「知らないが、興味はある」が

7.5%であった（図 12）。 

  

 

 

    

3344..00 1177..99 4433..44 44..77

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図1100..「「登登録録制制度度」」ににつついいてて

登登録録ししてていいるる

現現在在登登録録ははししてていいなないいがが、、今今後後登登録録予予定定

登登録録すするる予予定定ははなないい

そそのの他他

nn＝＝110066ククララブブ

1133..00 1133..00 5522..22 1177..44 44..33

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図1111..登登録録すするる予予定定ががなないい理理由由

登登録録基基準準をを満満たたししてていいなないい

登登録録料料にに見見合合ううメメリリッットト・・必必要要性性をを感感じじなないい

登登録録手手続続ききにに見見合合ううメメリリッットト・・必必要要性性をを感感じじなないい

登登録録制制度度をを理理解解ししてていいなないい

そそのの他他

nn＝＝4466ククララブブ

4477..22 3344..00 77..55 1111..33

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図1122..「「認認証証制制度度」」ににつついいてて

知知っってていいてて、、興興味味ががああるる 知知っってていいるるがが、、興興味味ははなないい

知知ららなないいがが、、興興味味ははああるる 知知ららなないいしし、、興興味味ももなないい

nn＝＝110066ククララブブ
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３３  調調査査結結果果ⅡⅡのの報報告告  
※Ⅱの質問項目は、令和 6(2024)年 7 月 1 日現在の状況について、回答を求めた。 
（１）クラブの会員規模 

会員規模別のクラブの割合は、「1～
100 人」規模のクラブが 21.2%（R5 は

25.7%）、「101～300 人」規模のクラブ

が 44.4%（R5 は 40.5%）、「301～1,000
人」規模のクラブが 28.3%（R5 は

28.4%）、「1,001 人以上」規模のクラ

ブが 6.1%（R5 は 5.4%）となってお

り、会員数は 1 クラブあたり約 213 人

（中央値）となっていた（図 13）。 
総会員数の内訳は、「小学生」の会員が最も割合が高く全体の 32.3%（R5 は 31.3％）であった。続い

て「60~69 歳」が 13.9%（R5 は 5.8%）、「年齢不明」が 12.1%（R5 は 23.3%）、「70 歳～」が 11.8%（R5
は 10.7％）、「50~59 歳」が 6.9%（R5 は 6.6%）等となっていた（図 14）。 
また、障害者会員数の内訳は、「中学生」の会員が最も割合が高く全体の 21.3％（R5 は 5.2％）であ

り、続いて「小学生」の会員が 12.3%（R5 は 12.4％）等となっていた（図 15）。 
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図図1144..総総会会員員数数のの内内訳訳

未未就就学学 小小学学生生 中中学学生生 高高校校生生（（～～1188歳歳）） ～～2299歳歳 ～～3399歳歳 ～～4499歳歳 ～～5599歳歳 ～～6699歳歳 7700歳歳～～ 年年齢齢不不明明
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図図1155..障障害害者者会会員員数数のの内内訳訳

未未就就学学 小小学学生生 中中学学生生 高高校校生生（（～～1188歳歳）） ～～2299歳歳 ～～3399歳歳 ～～4499歳歳 ～～5599歳歳 ～～6699歳歳 7700歳歳～～ 年年齢齢不不明明

nn  ==  330011人人

nn  ==  117700人人

nn  ==  110099人人

nn  ==  1100人人
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00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図1133..ククララブブのの会会員員規規模模

11～～110000人人 110011～～330000人人 330011～～11,,000000人人 11,,000011人人以以上上

nn＝＝9999ククララブブ
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（２）クラブ会費  
クラブの会費については、「徴収している」が 85.0%・85 クラブ（R5 は 86.7%・78 クラブ）となって

いた（図 16）。「徴収している」クラブにおける 1 クラブあたりの会費徴収額の中央値は、約 1,000 円/月
（R5 は約 1,000 円/月）であった。また、徴収額別にみると、「3,001 円以上/月」が 21.2％（R5 は 17.8%）

と最も多く、続いて「2,001～3,000 円/月」が 17.6%（R5 は 6.8%）等となっていた（図 17）。 
また、中学生からの徴収額をみると、1 クラブあたりの会費徴収額の中央値は、約 1,200 円/月（R5 は

約 513 円/月）であった。また、徴収額別にみると、「3,001 円以上/月」が 26.9％（R5 は 18.2％）と最も

多く、続いて「1～100 円/月」が 16.4%（R5 は 19.7％）となっていた（図 18）。 
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図図1166..会会費費徴徴収収のの有有無無

徴徴収収ししてていいるる 徴徴収収ししてていいなないい

nn＝＝110000ククララブブ
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11,,000011～～22,,000000円円

22,,000011～～33,,000000円円

33,,000011円円以以上上

図図1177..会会費費徴徴収収平平均均額額（（月月））
nn＝＝8855ククララブブ
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33,,000011円円以以上上

図図1188..中中学学生生のの会会費費徴徴収収平平均均額額（（月月））

nn＝＝6677ククララブブ
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（３）法人格取得 
法人格の取得について、「クラブとして取得している」クラブが 42.9%（R5 は 37.4%）、「運営団体が

取得している」クラブが 4.8%（R5 は 6.6%）、「取得していない」クラブが 52.4%（R5 は 56.0%）とな

った（図 19）。なお、クラブまたは運営団体が取得している法人格の種類は、「NPO 法人」が 60.0%（R5
は 72.5%）と最も多く、続いて「一般社団法人」が 36.0%（R5 は 27.5%）となっていた（図 20）。 
法人格を取得していないクラブに対して、法人格取得の意向や予定について尋ねたところ、「意向なし」

が 72.2％（R5 は 76.5%）と最も多く、続いて「意向はあるが、予定なし」が 25.9%（R5 は 23.5%）、「予

定あり」が 1.9％（R5 は 0.0%）となった（図 21）。また、「意向なし」と回答したクラブにその理由を尋

ねたところ、「事務作業を担う人材がいない」が 33.3%（R5 は 30.8%）と最も多く、続いて「必要性を感

じない」が 23.1%（R5 は 76.9%）、「その他」が 7.7%（R5 は 10.3%）、「申請の仕方が分からない」が

5.1%（R5 は 2.6%）であった（図 22）。「その他」の具体的な理由では、「人手がない」と「地区内団体と

の関係性」が挙げられた。 
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00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図1199..法法人人格格取取得得状状況況

ククララブブととししてて取取得得ししてていいるる 運運営営団団体体がが取取得得ししてていいるる

取取得得ししてていいなないい

nn＝＝110055ククララブブ
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図図2200..取取得得ししてていいるる法法人人格格のの種種類類

NNPPOO法法人人 認認定定・・仮仮認認定定NNPPOO法法人人

一一般般財財団団法法人人 一一般般社社団団法法人人

そそのの他他のの法法人人

nn＝＝5500ククララブブ

7722..22 2255..99 11..99

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図2211..法法人人格格取取得得のの意意向向やや予予定定ににつついいてて

意意向向ななしし 意意向向ははああるるがが、、予予定定ななしし 予予定定あありり

nn＝＝5544ククララブブ
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事事務務作作業業をを担担うう人人材材ががいい

なないい

必必要要性性をを感感じじなないい

申申請請のの仕仕方方がが分分かかららなないい

そそのの他他

図図2222..法法人人格格取取得得意意向向ななししのの理理由由

（（複複数数回回答答）） nn＝＝3399ククララブブ
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（４）クラブの事故対策 
クラブの事故対策は、「クラブとして賠償責任保険に加入」（R5 は 60.4%）と「AED がすぐに使用で

きる場所で活動」（R5 は 64.8%）が 65.7%と最も多く、続いて「熱中症対策を実施している」（R5 は 46.2%）、

「クラブの緊急連絡網を作成」（R5 は 52.7%）が 52.9%となっていた（図 23）。「その他」の記述内容と

しては、「救命技能認定証の取得」や「教室開催時看護師の配置」等が挙げられた。 

 
 

（５）クラブの活動内容 
①定期活動種目におけるスポーツ・レクリエーション活動種目 

スポーツ・レクリエーション活動種目の数は、「1～2 種目」が 9.1％（R5 は 3.7％）、「3～5 種目」が

30.3％（R5 は 23.2％）、「6～10 種目」が 23.2％（R5 は 37.8％）、「11～20 種目」が 33.3％（R5 は 30.5％）、

「21 種目以上」が 4.0％（R5 は 4.9％）となっていた（図 24）。具体的な種目は、「卓球」（R5 は 34 クラ

ブ）と「健康体操」（R5 は 34 クラブ）が 43 クラブと最も多く、続いて「ダンス（ジャズダンス・社交ダ

ンス・フォークダンス・民謡踊り等を含む）」が 42 クラブ（R5 は 40 クラブ）、「ウォーキング（ノルディ

ック・ウォーキング等を含む）」が 41 クラブ（R5 は 32 クラブ）となっていた（図 25）。「その他のスポー

ツ種目」では、「チアリーディング」、「パドルテニス」、「セパタクロー」等が挙げられた。 
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ククララブブととししてて賠賠償償責責任任保保険険にに加加入入（（※※全全体体ととししててででははななくく、、

役役員員ののみみがが加加入入、、指指導導者者ののみみがが加加入入ししてていいるる場場合合もも含含むむ））

AAEEDDががすすぐぐにに使使用用ででききるる場場所所でで活活動動

熱熱中中症症対対策策（（講講義義、、研研修修会会等等もも含含むむ））をを実実施施ししてていいるる

ククララブブのの緊緊急急連連絡絡網網をを作作成成

ククララブブ会会員員はは全全員員保保険険にに強強制制加加入入

ククララブブ会会員員以以外外のの参参加加者者（（イイベベンントト等等へへのの参参加加者者））はは

全全員員保保険険にに強強制制加加入入

指指導導者者にに対対しし安安全全講講習習会会等等をを開開催催

ククララブブ独独自自のの危危機機管管理理ママニニュュアアルル作作成成

強強制制加加入入ででははなないいががククララブブ会会員員全全員員にに保保険険をを斡斡旋旋

防防災災訓訓練練をを実実施施

入入会会時時にに、、運運動動実実施施にに問問題題のの生生じじるる健健康康問問題題をを

有有ししてていいなないい旨旨のの証証明明書書をを取取得得

ススポポーーツツドドククタターーななどど地地域域のの医医師師ととのの連連携携

特特にに行行っってていいなないい

そそのの他他

図図2233..ククララブブのの危危機機管管理理・・事事故故防防止止対対策策（（複複数数回回答答））

nn＝＝110022ククララブブ
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図図2244..定定期期的的活活動動種種目目ににおおけけるるススポポーーツツ種種目目のの数数

11～～22種種目目 33～～55種種目目 66～～1100種種目目 1111～～2200種種目目 2211種種目目以以上上
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卓卓球球

健健康康体体操操

ダダンンスス((ジジャャズズダダンンスス・・社社交交ダダンンスス・・フフォォーーククダダンンスス・・民民謡謡踊踊りり等等をを含含むむ))

ババドドミミンントトンン

ササッッカカーー

パパララススポポーーツツ（（ボボッッチチャャ等等））

ウウォォーーキキンンググ((ノノルルデディィッックク・・ウウォォーーキキンンググ等等をを含含むむ))

ババススケケッットトボボーールル

ヨヨガガ

テテニニスス

フフッットトササルル

ババレレーーボボーールル

体体操操((器器械械体体操操・・新新体体操操・・トトラランンポポリリンン))

ググララウウンンドドゴゴルルフフ

野野球球

太太極極拳拳

ススポポーーツツ吹吹矢矢

フフララダダンンスス

空空手手

水水泳泳

陸陸上上競競技技

エエアアロロビビククスス

ソソフフトトババレレーーボボーールル

ソソフフトトボボーールル

ソソフフトトテテニニスス

親親子子リリトトミミッックク

剣剣道道

フフィィッットトネネスストトレレーーニニンンググ
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ゲゲーートトボボーールル

ラランンニニンンググ((ジジョョギギンンググ))
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タターーゲゲッットト・・ババーードドゴゴルルフフ

キキンンボボーールル
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ススノノーーボボーードド

３３ＢＢ体体操操

パパーーククゴゴルルフフ

そそのの他他

図図2255..定定期期活活動動種種目目ににおおけけるるススポポーーツツ・・レレククリリエエーーシショョンン活活動動種種目目（（複複数数選選択択））
nn＝＝110033ククララブブ
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②定期活動種目における文化活動種目 
文化活動種目数は、「0 種目」が 47.1％（R5 は 43.8％）、「1～2 種目」が 40.2％（R5 は 35.6％）、「3～

5 種目」が 10.3％（R5 は 17.8％）、「6～9 種目」が 2.3％（R5 は 2.7％）、「10 種目以上」が 0.0％（R5 は

0.0％）となっていた（図 26）。 

文化活動種目は、「書道（子供習字を含む）」が 8 クラブ（R5 は 8 クラブ）と最も多く。続いて「英会

話」が 6 クラブ（R5 は 9 クラブ）となっていた（図 27）。「その他の文化活動種目」では、「健康麻

雀」、「コーラス」、「郷土史研究」が挙げられた。 
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00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

図図2266..定定期期的的活活動動種種目目ににおおけけるる文文化化活活動動種種目目数数

00種種目目 11～～22種種目目 33～～55種種目目 66～～99種種目目 1100種種目目以以上上

nn＝＝8877ククララブブ
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書書道道（（子子供供習習字字をを含含むむ））

英英会会話話

絵絵画画

和和太太鼓鼓

囲囲碁碁・・将将棋棋
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舞舞踊踊
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編編みみ物物

料料理理

パパソソココンン

歌歌謡謡・・カカララオオケケ

茶茶道道

詩詩吟吟

絵絵手手紙紙

そそのの他他

図図2277..定定期期活活動動種種目目ににおおけけるる文文化化活活動動種種目目（（複複数数選選択択））
nn＝＝4488ククララブブ
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③定期活動における活動形態ごとの活動数 
クラブが行っている定期的な教室活動は、「教室活動なし（0 教室）」が 3.5％、「1～2 教室」が 18.6％、

「3～5 教室」が 22.1％、「6～10 教室」が 19.8％、「11～20 教室」が 23.3％、「21～30 教室」が 5.8％、

「30 教室以上」が 7.0％となっていた（図 28）。また、平均は 15.9 教室で、中央値は 6.0 教室であった。 

クラブが行っている定期的なサークル活動（参加者が主体的に行う活動）は、「サークル活動なし（0サ

ークル）」が 32.0％、「1～2 サークル」が 26.0％、「3～5 サークル」が 22.0％、「6～10 サークル」が 10.0％、

「11～20 サークル」が 10.0％、「21～30 サークル」が 0.0％、「30 サークル以上」が 0.0％となっていた

（図 29）。また、平均は 3.5 サークルで、中央値は 2.0 サークルであった。 

また、クラブが行っている定期的な活動の内、教室活動とサークル活動に該当しない活動は、「活動

なし（0 活動）」が 21.1％、「1～2 活動」が 39.5％、「3～5 活動」が 23.7％、「6～10 活動」が 2.6％、

「11～20 活動」が 10.5％、「21～30 活動」が 2.6％、「30 活動以上」が 0.0％となっていた（図 30）。ま

た、平均は 4.0 活動で、中央値は 1.0 活動であった。 

なお、本調査では、活動形態ごとに回答クラブ数が大きく異なる。そのため、各種の活動を行ってい

ないクラブが回答していない可能性が考えられる。 

  

  

  

33..55 1188..66 2222..11 1199..88 2233..33

55..88

77..00

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図2288..定定期期的的なな活活動動ににおおけけるる

教教室室のの活活動動数数

教教室室活活動動ななしし 11～～22教教室室 33～～55教教室室

66～～1100教教室室 1111～～2200教教室室 2211～～3300教教室室

3300教教室室以以上上

nn＝＝8866ククララブブ

3322..00 2266..00 2222..00 1100..00 1100..00

00..00

00..00

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図2299..定定期期的的なな活活動動ににおおけけるる

ササーーククルルのの活活動動数数

ササーーククルル活活動動ななしし 11～～22ササーーククルル

33～～55ササーーククルル 66～～1100ササーーククルル

1111～～2200ササーーククルル 2211～～3300ササーーククルル

3300ササーーククルル以以上上

nn＝＝5500ククララブブ

2211..11 3399..55 2233..77 22..66

1100..55

22..66

00..00

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図3300..定定期期的的なな活活動動ににおおけけるる

教教室室・・ササーーククルル以以外外のの活活動動数数

活活動動ななしし 11～～22活活動動 33～～55活活動動 66～～1100活活動動

1111～～2200活活動動 2211～～3300活活動動 3300活活動動以以上上

nn＝＝3388ククララブブ
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（６）クラブ所属のスポーツ指導者 
①クラブのスポーツ指導者配置状況 

クラブには、スポーツ指導者が 1 クラブ平均 17.2 人（R5 は 20.4 人）所属していた（図 31）。そのう

ち「男性」は 61.7％、「女性」は 38.3％であった（図 32）。また、クラブ所属のスポーツ指導者のうち「有

資格者」は 47.5%（R5 は 45.6%）、「資格を持たない指導者」は 52.5%（R5 は 54.4%）となっていた（図

33）。 
また、手当が支給されているスポーツ指導者は、「有資格者」では 76.8%（R5 は 79.5%）（図 34）、「資

格を持たない指導者」では 65.3%（R5 は 61.5%）となっていた（図 35）。さらに、１回あたりの手当の

平均額は、「有資格者」では 4,386 円/回（R5 は 4,375 円/回）、「資格を持たない指導者」では 3,312 円/回
（R5 は 2,292 円/回）、全体平均で 3,862 円/回（R5 は 3,370 円/回）であった（図 36）。 

  

  

  

※図 32、33、34、35、36 は指導者を対象とするものであり、n はその当該数を示す。 

1177..22
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1111..55

3322..66

1122..33

00人人 1100人人 2200人人 3300人人 4400人人

全全体体

11～～110000人人

110011～～330000人人

330011～～11,,000000人人

11,,000011人人以以上上

図図3311..会会員員規規模模別別ススポポーーツツ指指導導者者

平平均均数数 nn＝＝9988ククララブブ

6611..77 3388..33

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図3322..  ススポポーーツツ指指導導者者のの性性別別

男男 女女

nn＝＝779955人人

4477..55 5522..55

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図3333..  ススポポーーツツ指指導導者者資資格格有有無無

有有資資格格者者 資資格格をを持持たたなないい指指導導者者

nn＝＝11,,668866人人

7766..88 2233..22

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図3344..  ススポポーーツツ指指導導者者のの手手当当のの有有無無

（（有有資資格格者者））

有有 無無

nn＝＝880011人人

6655..33 3344..77

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図3355..  ススポポーーツツ指指導導者者のの手手当当のの有有無無

（（資資格格をを持持たたなないい指指導導者者））

有有 無無

nn＝＝888855人人

33,,886622

44,,338866

33,,331122

¥¥00 ¥¥11,,000000 ¥¥22,,000000 ¥¥33,,000000 ¥¥44,,000000 ¥¥55,,000000

全全体体

有有資資格格者者

無無資資格格者者

図図3366..  ススポポーーツツ指指導導者者のの資資格格者者のの

資資格格有有無無別別手手当当のの平平均均額額

（（11回回ああたたりり）） nn＝＝11,,116622人人
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②活動形態ごとのスポーツ指導者の配置状況 

教室活動の指導者配置状況は、「有資格指導者を配置」のクラブが 66.1%、「資格を持たない指導者の

み配置」のクラブが 33.9%となっていた（図 37）。また、サークル活動については、「資格を持たない指

導者のみ配置」が 61.3%と最も多く、次いで「有資格指導者を配置」が 21.7%、「指導者配置なし」が 17.0%
となっていた（図 38）。さらに、教室とサークル以外の活動については、「有資格指導者を配置」が 81.6%
と最も多く、次いで「資格を持たない指導者のみ配置」が 13.5%、「指導者配置なし」が 4.9%となってい

た（図 39）。 
有資格スポーツ指導者の認定機関は、「その他機関の資格」が 363 人（R5 は 366 人）と最も多く、次

いで「日本スポーツ（体育）協会公認資格」が 329 人（R5 は 255 人）、「日本パラスポーツ協会公認資

格」が 84 人（R5 は 104 人）であった（図 40）。 
 

  

  
※図 37 は教室数、38 はサークル数、39 は活動数を対象とするものであり、n はその当該数を示す。 

 
  

6666..11 3333..99

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図3377．．教教室室活活動動のの指指導導者者配配置置状状況況

有有資資格格指指導導者者をを配配置置

資資格格をを持持たたなないい指指導導者者ののみみ配配置置

nn＝＝667766教教室室

2211..77 6611..33 1177..00

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図3388．．ササーーククルル活活動動のの指指導導者者配配置置状状況況

有有資資格格指指導導者者をを配配置置

資資格格をを持持たたなないい指指導導者者ののみみ配配置置

指指導導者者配配置置ななしし

nn＝＝330000ササーーククルル

8811..66 1133..55 44..99

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図3399．．教教室室ととササーーククルル以以外外のの活活動動

のの指指導導者者配配置置状状況況

有有資資格格指指導導者者をを配配置置

資資格格をを持持たたなないい指指導導者者ののみみ配配置置

指指導導者者配配置置ななしし

nn＝＝222233活活動動

332299

8844

336633

00人人 110000人人 220000人人 330000人人 440000人人

日日本本ススポポーーツツ（（体体育育））協協会会公公

認認資資格格

日日本本パパララススポポーーツツ協協会会公公認認

資資格格

そそのの他他機機関関のの資資格格

図図4400..  ススポポーーツツ指指導導者者資資格格のの種種類類

（（複複数数回回答答）） nn==7799ククララブブ
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（７）クラブの事務局体制 
① クラブマネジャー 
 クラブマネジャーについては、「配置している」が 59.6%（R5 は 62.9%）、「配置していない」が 40.4%
（R5 は 37.1%）となっていた（図 41）。また、「配置している」と回答したクラブのクラブマネジャーの

勤務形態をみると、「常勤」が 40.2%（R5 は 31.2%）、「非常勤」が 59.8%（R5 は 68.8%）となっており

（図 42）、手当が支給されているクラブマネジャーは「常勤」では 72.7%（R5 は 65.5%）（図 43）、「非

常勤」では 38.8%（R5 は 40.6%）となっていた（図 44）。さらに、１日あたりの手当の平均額は「常勤」

では 9,418 円/日（R5 は 8,164 円/回）、「非常勤」では 2,946 円/日（R5 は 2,488 円/回）で、全体平均で

6,693 円/日（R5 は 4,920 円/回）となっていた（図 45）。クラブマネジャーの性別は、男性が 50.6%、女

性が 49.4%となっていた（図 46）。 

  

  

  
※図 42、43、44、45、46 はクラブマネジャーを対象とするものであり、n はその当該数を示す。 
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図図4411..  ククララブブママネネジジャャーーのの配配置置のの

有有無無

配配置置ししてていいるる 配配置置ししてていいなないい

nn＝＝9999ククララブブ
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図図4422..ククララブブママネネジジャャーー勤勤務務形形態態別別

（（常常勤勤・・非非常常勤勤））人人数数割割合合

常常勤勤 非非常常勤勤

nn＝＝8822人人
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図図4433..ククララブブママネネジジャャーー（（常常勤勤））のの

手手当当のの有有無無

有有 無無
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図図4444..ククララブブママネネジジャャーー（（非非常常勤勤））のの

手手当当のの有有無無

有有 無無
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図図4455..ククララブブママネネジジャャーーのの勤勤務務形形態態

別別手手当当のの平平均均額額 nn＝＝3388人人

5500..66 4499..44

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図4466..ククララブブママネネジジャャーーのの性性別別

男男 女女

nn＝＝8811人人
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②役員 
 役員については、「配置している」が 80.6%、「配置していない」が 19.4%となっていた（図 47）。ま

た、役員の性別は，男性が 59.3%、女性が 40.7％となっていた（図 48）。 
 

  
※図 48 は役員を対象とするものであり、n はその当該数を示す。 
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図図4477..役役員員のの配配置置のの有有無無

配配置置ししてていいるる 配配置置ししてていいなないい
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図図4488..役役員員のの性性別別

男男 女女

nn＝＝774444人人
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③ 事務局員 
事務局員については、「配置している」が 53.1％（R5 は 60.7%）、「配置していない」が 46.9%（R5 は

39.3%）となっていた（図 49）。また、クラブに配置されている事務局員の勤務形態をみると、「常勤」が

21.3%（R5 は 16.1%）、「非常勤」が 78.8%（R5 は 83.9%）となっており（図 50）、手当が支給されてい

る事務局員は、「常勤」では 76.5%（R5 は 59.3%）（図 51）、「非常勤」では 50.0%（R5 は 60.3%）とな

っていた（図 52）。さらに、１日あたりの手当の平均額は、「常勤」が 7,095 円/日（R5 は 4,511 円/日）、

「非常勤」が 3,183 円/日（R5 は 3,881 円/日）で、全体平均では 4,295 円/日（R5 は 3,975 円/日）とな

っていた（図 53）。また、事務局員の性別は、男性が 34.3%、女性が 65.7%となっていた（図 54）。 

  

  

  

※図 50、51、52、53、54 は事務局員を対象とするものであり、n はその当該数を示す。 
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図図4499..事事務務局局員員のの配配置置のの有有無無

配配置置ししてていいるる 配配置置ししてていいなないい

nn＝＝9988ククララブブ
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00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図5500..事事務務局局員員勤勤務務形形態態別別

（（常常勤勤・・非非常常勤勤））人人数数割割合合

常常勤勤 非非常常勤勤

nn＝＝116600人人

7766..55 2233..55

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図5511..事事務務局局員員（（常常勤勤））のの

手手当当のの有有無無

有有 無無

nn＝＝3344人人

5500..00 5500..00

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図5522..事事務務局局員員（（非非常常勤勤））のの

手手当当のの有有無無

有有 無無

nn＝＝112266人人

44,,229955

77,,009955
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¥¥00 ¥¥22,,000000 ¥¥44,,000000 ¥¥66,,000000 ¥¥88,,000000

全全体体
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非非常常勤勤平平均均

図図5533..事事務務局局員員のの勤勤務務形形態態別別手手当当

のの平平均均額額 nn＝＝8888人人

3344..33 6655..77

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図5544..事事務務局局員員のの性性別別

男男 女女

nn＝＝113344人人
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③  クラブ運営ボランティアスタッフ 
ボランティアスタッフ（単発イベント等含む）については、「配置している」が 46.2％（R5 は 61.3％）、

「配置していない」が 53.8%（R5 は 38.8％）となっていた（図 55）。また、クラブにおけるボランティ

アスタッフの延べ人数について 1 クラブ平均 41.6 人（R5 は平均 51.2 人）が活動していた。クラブの規

模別にボランティアスタッフ数をみると、「1～100 人」の会員を有するクラブは平均 8.0 人（R5 は平均

54.6 人）、「101～300 人」のクラブでは平均 38.0 人（R5 は平均 22.3 人）、「301～1,000 人」のクラブで

は平均 62.4 人（R5 は平均 75.6 人）、「1,001 人以上」のクラブでは平均 11.5 人（R5 は平均 21.0 人）の

ボランティアスタッフが活動を支えていた（図 56）。 
加えて、クラブにおけるボランティアスタッフへの報酬については、「有償」が 38.1%（R5 は 40.4%）、

「無償」が 61.9%（R5 は 59.6%）となっていた（図 57）。クラブにおける有償ボランティアスタッフの

延べ人数について 1 クラブ平均 14.3 人（R5 は平均 11.1 人）が活動していた。クラブの規模別に有償ボ

ランティアスタッフ数をみると、「1～100 人」の会員を有するクラブは平均 0.0 人（R5 は平均 27.1 人）、

「101～300 人」のクラブでは平均 12.7 人（R5 は平均 4.5 人）、「301～1,000 人」のクラブでは平均 22.7
人（R5 は平均 8.1 人）、「1,001 人以上」のクラブでは平均 5.0 人（R5 は平均 0.0 人）が有償でボランテ

ィアスタッフを担っていた（図 58）。 

  

  
※図 57 はボランティアスタッフを対象とするものであり、n はその当該数を示す。 
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図図5555..ボボラランンテティィアアススタタッッフフのの配配置置のの有有無無

配配置置ししてていいるる 配配置置ししてていいなないい
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11,,000011人人以以上上

図図5566..会会員員規規模模別別ボボラランンテティィアア

ススタタッッフフ数数 nn＝＝4400ククララブブ
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図図5577..ボボラランンテティィアアススタタッッフフのの報報酬酬のの有有無無

有有償償 無無償償
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図図5588..会会員員規規模模別別有有償償ボボラランンテティィアア

ススタタッッフフ数数 nn＝＝4411ククララブブ

n＝93クラブn＝93クラブ

n＝1541人n＝1541人
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④  マネジメント資格保有者 
 クラブマネジャー資格保有者の延べ人数について 1 クラブ平均 0.4 人が保有していた。クラ

ブの規模別にクラブマネジャー資格保有者数をみると、「1～100 人」の会員を有するクラブは平均

0.2 人、「101～300 人」のクラブでは平均 0.4 人、「301～1,000 人」のクラブでは平均 0.5 人、「1,001
人以上」のクラブでは平均 0.3 人がクラブマネジャー資格を保有していた（図 59）。 
 また、アシスタントマネジャー資格保有者の延べ人数について 1 クラブ平均 0.6 人が保有し

ていた。クラブの規模別にクアシスタントマネジャー資格保有者数をみると、「1～100 人」の会

員を有するクラブは平均 0.3 人、「101～300 人」のクラブでは平均 0.6 人、「301～1,000 人」のクラブ

では平均 0.8 人、「1,001 人以上」のクラブでは平均 0.3 人がアシスタントマネジャー資格を保有してい

た（図 60）。 
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図図5599..会会員員規規模模別別ククララブブママネネジジャャーー

資資格格保保有有者者数数
nn＝＝9999ククララブブ
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図図6600..会会員員規規模模別別アアシシススタタンントト

ママネネジジャャーー資資格格保保有有者者数数
nn＝＝110066ククララブブ
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（８）クラブの活動費 
①クラブの予算および収入 
 クラブの年間予算は、「10,000,001 円以上」が 27.9%（R5 は 29.9%）と最も多く、続いて「1～1,000,000
円」が 16.3%（R5 は 25.4%）となっていた（図 61）。また、自己財源率（「会費・事業費・委託費」を足

した自己財源が全体収入に占める割合）をみると、「91～100%」のクラブが 41.7%（R5 は 35.8%）と最

も多く、続いて、「71～90%」のクラブが 26.2%（R5 は 26.9%）となっていた。全体の 79.8%（R5 は

76.1%）のクラブにおいて自己財源率が「51%以上」となっていた（図 62）。 
クラブの寄付受け入れについてみると、「0 円」のクラブが 54.9%（R5 は 63.6％）と最も多く、次い

で「10 万円未満」のクラブが 25.5％（R5 は 18.2%）であった（図 63）。なお、寄付を受け入れているク

ラブは、個人から平均 8.7 件（R5 は 8.8 件）、法人から平均 13.2 件（R5 は 12.0 件）の寄付を受け入れ

ていた。 
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図図6611..予予算算規規模模 nn＝＝8866ククララブブ
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図図6622..自自己己財財源源率率
nn＝＝8844ククララブブ
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図図6633..  寄寄付付のの受受けけ入入れれ額額

00円円 1100万万円円未未満満 5500万万円円未未満満
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② スポーツ振興くじ助成 
スポーツ振興くじ助成（toto 助成）の交付を受けているかについては、「今まで一度も受けたことがな

い」が 64.2%（R5 は 60.5%）と最も多く、続いて「以前受けたことがある」が 34.7%（R5 は 37.2%）、

「現在受けている」が 1.1%（R5 は 2.3%）となっていた（図 64）。 
また、スポーツ振興くじ助成（toto 助成）の交付を「今まで一度も受けたことがない」クラブにその

理由を聞いたところ、「事務作業を担う人材がいない」が 41.0%（R5 は 20.4%）と最も多く、続いて「必

要性を感じない」が 34.4%（R5 は 44.9%）、「申請の仕方が分からない」が 26.2%（R5 は 18.4%）であ

った。「その他」の具体的な理由では、「助成を受けなくても運営できているため」、「必要だが手続きに手

間がかかる」等が挙げられた。（図 65）。 
 

  

 
（9）クラブの活動拠点施設 
 主たる活動拠点施設の種類は、「学校体育施設」が 54.6%（R5 は 63.6%）、続いて「公共スポーツ施設」

が 37.1%（R5 は 28.4%）、「その他」が 4.1%（R5 は 3.4%）、「自己所有施設」が 2.1%（R5 は 1.1%）、等

となっていた（図 66）。「その他」では、「福祉事業所」、「区民会館等公共施設」などが挙げられた。 
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図図6644.. ススポポーーツツ振振興興くくじじ助助成成（（ttoottoo））
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図図6655..今今ままでで一一度度ももttoottoo助助成成をを受受けけ

たたここととががなないい理理由由 nn＝＝6611ククララブブ
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図図6666..活活動動拠拠点点施施設設のの使使用用形形態態 nn＝＝9977ククララブブ
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（10）クラブハウス 

クラブハウスについては、「クラブハウスがある」が 33.7%（R5 は 34.1%）、「クラブハウスがない」

が 66.3%（R5 は 65.9%）となっていた（図 67）。また、クラブハウスの種類は、「公共スポーツ施設の一

部」が 27.3%（R5 は 27.6%）で最も多く、続いて「学校施設の一部（余裕教室等）」が 21.2%（R5 は

24.1%）等となっていた（図 68）。「その他」では、「賃貸事務所」等が挙げられた。 
 

 
 

 
 

  

3333..77 6666..33

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

図図6677..  ククララブブハハウウススととししててのの専専用用施施設設のの有有無無

ククララブブハハウウススががああるる ククララブブハハウウススががなないい
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図図6688..ククララブブハハウウスス専専用用施施設設のの種種類類

11..学学校校敷敷地地内内のの独独立立施施設設 22..学学校校体体育育施施設設のの一一部部（（体体育育館館内内のの一一室室等等））

33..学学校校施施設設のの一一部部（（余余裕裕教教室室等等）） 44..公公共共ススポポーーツツ施施設設敷敷地地内内のの独独立立施施設設

55..公公共共ススポポーーツツ施施設設のの一一部部 66..11～～55以以外外のの公公共共施施設設（（公公民民館館等等））敷敷地地内内のの独独立立施施設設

77..11～～55以以外外のの公公共共施施設設のの一一部部 88..11～～55以以外外のの民民間間施施設設

99..自自己己所所有有施施設設 1100..そそのの他他
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（11）クラブ設立の効果について 
 クラブ設立による効果は、「地域住民のスポーツ参加機会が増えた」が 75.3%（R5 は 75.0%）と最も

多く、続いて、「地域住民間の交流が活性化した」が 63.9%（R5 は 67.0%）、「元気な高齢者が増えた」が

51.5% (R5 は 53.4%）となっていた（図 69）。「その他」の具体的な内容としては、「新しいグループがで

きた」、「地域を超えて横のつながりが増えた。」等が挙げられた。 
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図図6699..ククララブブのの設設立立効効果果（（複複数数回回答答）） nn＝＝9977ククララブブ
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（12）クラブの現在の課題 
 クラブの現在の課題は、「クラブ運営を担う人材の世代交代・後継者確保」が 78.6%（R5 は 68.2%）

と最も多く、続いて、「スポーツ活動場所の安定的な確保」が 68.4%（R5 は 52.3%）、「会費・参加費など

受益者負担による財源確保」が 59.2％（R5 は 33.0%）、となっていた。また、「特に課題はない」クラブ

が 11.2％（R5 は 2.3％）であった（図 70）。「その他」の具体的な内容としては、「セキュリティ等 ICT
技術支援」、「住民の理解」等が挙げられた。 
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ススポポーーツツ活活動動等等のの活活動動場場所所のの安安定定的的なな確確保保

会会費費・・参参加加費費ななどど受受益益者者負負担担にによよるる財財源源確確保保

指指導導者者のの確確保保（（養養成成））

会会員員のの世世代代のの拡拡大大

会会員員ののククララブブ運運営営へへのの参参画画促促進進

行行政政（（ススポポーーツツ担担当当部部局局））ととのの連連携携

行行政政（（学学校校体体育育・・部部活活動動担担当当部部局局））ととのの連連携携

事事務務局局員員のの確確保保

活活動動種種目目のの拡拡大大

委委託託事事業業等等のの事事業業収収入入にによよるる財財源源確確保保

行行政政（（高高齢齢者者のの健健康康増増進進・・介介護護予予防防担担当当部部局局））ととのの連連携携

会会員員間間のの交交流流促促進進

ククララブブ間間ででののククララブブ経経営営にに関関すするる情情報報のの交交換換

寄寄附附金金、、協協賛賛金金にによよるる財財源源確確保保

ククララブブママネネジジャャーーのの確確保保（（養養成成））

障障害害者者ススポポーーツツ団団体体ととのの連連携携

行行政政（（地地域域活活性性化化・・ままちちづづくくりり担担当当部部局局））ととのの連連携携

楽楽ししみみ志志向向、、健健康康志志向向、、交交流流志志向向、、競競技技志志向向ななどど多多志志向向のの事事業業拡拡大大

ススポポーーツツ以以外外のの分分野野のの組組織織・・団団体体やや民民間間企企業業ととのの連連携携

ククララブブ経経営営にに関関すするる研研修修機機会会のの確確保保

事事務務局局ススペペーーススのの確確保保

行行政政（（子子育育てて支支援援担担当当部部局局））ととのの連連携携

他他のの総総合合型型ククララブブととのの連連携携

市市町町村村体体育育協協会会、、ススポポーーツツ少少年年団団ととのの連連携携

各各分分野野（（法法律律、、経経理理、、労労務務管管理理等等））のの専専門門家家へへのの相相談談機機会会のの確確保保

ススポポーーツツ少少年年団団ととのの連連携携

特特にに課課題題ははなないい

そそのの他他

図図7700..  ククララブブのの現現在在のの課課題題（（複複数数回回答答）） nn＝＝9988ククララブブ
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（13）現状把握・改善のための取組状況 
 クラブの現状の把握、改善のための取組として最も行われているのは、「クラブ内で話し合う機会を

設けている」が 81.6%（R5「クラブマネジャーや事務局員などで話し合う機会を設けている」は

81.8%）であり、続いて「話し合いや点検・評価の結果を踏まえて改善策を次年度の計画に反映させて

いる」が 36.7%（R5 は 34.1%）、「評価指標・チェックリストを活用して自己点検・評価を行ってい

る」が 12.2%（R5 は 55.7%）であった。また、取組を「特に行っていない」クラブは 13.6%（R5 は

3.4%）であり、「その他」のクラブは 2.3%（R5 は 6.8%）であった（図 71）。「その他」の具体的な内

容として、「広報活動の協力を模索しています」、「自主クラブの運営（指導者）と総合型の運営側との

ルール作成や取り決めはなく、あくまでも協力をお願いする形であったため、問題や困っていることに

対応できていなかった。」などが挙げられた。 
 持続可能なクラブ運営に向けた取組として最も行われているのは、「財源確保のための取組と行って

いる」が 44.8%であり、続いて「クラブ運営を担う人材の世代交代・後継者確保のための取組を行って

いる」が 30.2%、「中期計画を策定している」が 19.8%、「その他の取り組みを行っている」クラブは

8.3%であった。また、取組を「特に行っていない」クラブは 25.0%であった（図 72）。「その他の取り

組みを行っている」クラブでは、「指導者への危機管理研修」、「法人化の検討」「各競技ごとに会員様へ

運営役員への加入依頼等」などが挙げられた。 
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3366..77

1122..22

1133..66

22..33

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

ククララブブ内内でで話話しし合合うう機機会会をを設設けけてていいるる

話話しし合合いいやや点点検検・・評評価価のの結結果果をを踏踏ままええてて改改善善策策をを次次年年度度のの

計計画画にに反反映映ささせせてていいるる（（PPDDCCAA  ササイイククルル活活用用））

評評価価指指標標・・チチェェッッククリリスストトをを活活用用ししてて自自己己点点検検・・評評価価をを行行っってて

いいるる

特特にに行行っってていいなないい

そそのの他他

図図7711..ククララブブのの現現状状把把握握・・改改善善ののたためめのの取取組組状状況況（（複複数数回回答答））nn＝＝9988ククララブブ

4444..88

3300..22

1199..88

88..33

2255..00

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%%

財財源源確確保保ののたためめのの取取組組をを行行っってていいるる

ククララブブ運運営営をを担担うう人人材材のの世世代代交交代代・・後後継継者者確確保保ののたためめ

のの取取組組をを行行っってていいるる

中中期期計計画画((ママススタターーププラランン))をを策策定定ししてていいるる

そそのの他他のの取取りり組組みみをを行行っってていいるる

特特にに行行っってていいなないい

図図7722..持持続続可可能能ななククララブブ運運営営にに向向けけたた取取組組状状況況（（複複数数回回答答）） nn＝＝9966ククララブブ
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（14）行政からの支援・行政との連携状況について 
 行政からの支援状況について、全体の 70.4%と最も多くのクラブに選択された回答は、「活動場所に対

する優先受付の支援を受けている」（R5 は 63.6%）であった。次いで、「活動場所に対する使用料金の減

額や免除の支援を受けている」が 66.3%（R5 は 60.2％）、「市区町村行政から資金援助（補助金,助成金,
委託費,物品支給等）を受けている」が 51.0%（R5 は 61.4%）、であった図 73）。「その他」の具体的な内

容としては、「市の事業の運営委託をされている」、「行政側からの話し合い等なし」等が挙げられた。 
 また、行政との連携状況について、「市区町村行政は総合型クラブに対する理解がある」と回答したク

ラブが全体の 69.1%（R5 は 76.1%）と最も多く、次いで「市区町村行政との連携体制が整っている」が

47.4%（R5 は 63.6%）、「地域の課題解決のための方策等について市区町村行政と連携して事業を実施し

ている」（R5 は 28.4%）と「市区町村行政を含めた連絡協議会等を定期に開催している」（R5 は 37.5%）

が 36.1%であった（図 74）。「その他」の具体的な内容としては、「連携を模索中」、「むしろ、行政は無関

心にさえ思う。行政は地域スポーツクラブを作りさえすれば良かったのだと思う。」等が挙げられた。 
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活活動動場場所所にに対対すするる優優先先受受付付のの支支援援をを受受けけてていいるる

活活動動場場所所にに対対すするる使使用用料料金金のの減減額額やや免免除除のの支支援援をを受受けけ

てていいるる

市市区区町町村村行行政政かからら資資金金援援助助（（補補助助金金,,助助成成金金,,委委託託費費,,

物物品品支支給給等等））をを受受けけてていいるる

広広報報活活動動（（行行政政広広報報誌誌へへのの掲掲載載やや広広報報物物のの作作成成等等））のの

支支援援をを受受けけてていいるる

市市区区町町村村行行政政かからら学学校校体体育育施施設設開開放放等等にに係係るる管管理理委委託託

をを受受けけてていいるる

特特にに支支援援をを受受けけてていいなないい

そそのの他他

図図7733..行行政政かかららのの支支援援状状況況（（複複数数回回答答））
nn＝＝9988ククララブブ

6699..11

4477..44

3366..11

3366..11

1111..33

55..22

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%%

市市区区町町村村行行政政はは総総合合型型ククララブブにに対対すするる理理解解ががああるる

市市区区町町村村行行政政ととのの連連携携体体制制がが整整っってていいるる

地地域域のの課課題題解解決決ののたためめのの方方策策等等ににつついいてて市市区区町町村村行行政政

とと連連携携ししてて事事業業をを実実施施（（地地域域課課題題解解決決のの取取組組））

市市区区町町村村行行政政をを含含めめたた連連絡絡協協議議会会等等をを定定期期にに開開催催ししてて

いいるる

特特にに連連携携ししてていいなないい

そそのの他他

図図7744..行行政政ととのの連連携携状状況況（（複複数数回回答答））
nn＝＝9977ククララブブ
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（15）クラブの特色ある取組について 
①子育て支援・若者のスポーツ参加 

 子育て支援・若者のスポーツ参加に関する取組について、「親子が一緒に参加できるスポーツ教室等の

開催」が 49.0%（R5 は 54.5%）と最も多く、続いて「特に行っていない」が 34.4%（R5 は 29.5％）、

「20~30 歳代のスポーツ参加促進に向けた取組の実施」が 20.8%（R5 は 20.5%）「であった（図 75）。
「その他」の具体的な内容としては、「在勤者が参加できるプログラムの充実」等が挙げられた。 

 
 

② 学校との連携 
 学校との連携に関する取組について、「学校の教員を対象とした講習会の開催」が 44.7%（R5 は 2.3％）

と最も多かった。続いて「クラブから学校運動部活動への外部指導者の派遣等の実施」が 42.6%（R5 は

9.1%）「学校の行事への協力」が 11.7%（R5 は 35.2%）であった（図 76）。「その他」の具体的な内容と

しては、「指導員派遣（区立小学校）」、「小学校へのアシスタントティーチャー派遣」等が挙げられた。 
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親親子子がが一一緒緒にに参参加加ででききるるススポポーーツツ教教室室等等のの開開催催

2200～～3300歳歳代代ののススポポーーツツ参参加加促促進進にに向向けけたた取取組組のの実実施施

学学童童保保育育やや放放課課後後子子供供教教室室へへのの指指導導者者のの派派遣遣ななどど連連

携携・・協協働働ししたた取取組組のの実実施施

不不登登校校やや引引ききここももりりのの子子供供やや、、特特別別なな支支援援がが必必要要なな子子

供供ののススポポーーツツ活活動動のの場場をを提提供供すするるたためめのの取取組組のの実実施施

行行政政かからら学学童童保保育育やや放放課課後後子子供供教教室室にに関関すするる事事業業をを受受

託託ししてて実実施施

託託児児付付ききススポポーーツツ教教室室等等のの開開催催

特特にに行行っってていいなないい

そそのの他他

図図7755..子子育育てて支支援援・・若若者者ののススポポーーツツ参参加加ににつついいてて実実施施ししてていいるる取取組組

（（複複数数回回答答）） n＝96クラブ

4444..77

4422..66

1111..77

11..11

55..33

1100..66

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%%

学学校校のの教教員員をを対対象象ととししたた講講習習会会のの開開催催

ククララブブかからら学学校校運運動動部部活活動動（（中中学学・・高高校校））へへのの外外部部指指

導導者者のの派派遣遣等等のの実実施施

学学校校のの行行事事へへのの協協力力

ククララブブかからら学学校校のの体体育育授授業業へへのの指指導導者者派派遣遣のの実実施施

特特にに行行っってていいなないい

そそのの他他

図図7766..学学校校ととのの連連携携ににつついいてて実実施施ししてていいるる取取組組

（（複複数数回回答答）） nn＝＝9944ククララブブ

n＝96クラブn＝96クラブ
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⑤  スポーツを通じた健康増進 
 スポーツを通じた健康増進に関する取組について、「特に行っていない」が 29.5%（R5 は 29.5%）と

最も多く、続いて「地域住民を対象とした健康づくり事業の実施」が 20.8%（R5 は 68.2%）、「行政から

介護予防事業を受託して実施」（R5 は 11.4%）と「地域包括支援センターと連携した取組の実施」（R5 は

13.6%）が 13.5%であった（図 77）。「その他」の具体的な内容としては、「福祉施設でのスポーツ指導」

や「障がい者の成人以降の運動不足解消」等が挙げられた。 

 
 

④ スポーツによる地域活性化・企業や大学との連携 
 スポーツによる地域活性化・企業や大学との連携に関する取組について、「特に行っていない」が 41.2%
（R5 は 42.0％）と最も多かった。続いて、「スポーツによる地域活性化を目的とした連携組織（地域ス

ポーツコミッション等）への参画・協力」が 28.9%（R5 は 25.0%）、「スポーツによる地域おこしやまち

づくりに関する取組の実施」が 19.6%（R5 は 29.5%）となっていた（図 78）。「その他」の具体的な連携

内容には、「教育やグラウンド管理等している財団からグラウンド管理を一部受託し地域のスポーツ機会

を創出」等が挙げられた。 
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地地域域住住民民をを対対象象ととししたた健健康康づづくくりり事事業業のの実実施施

行行政政かからら介介護護予予防防事事業業をを受受託託ししてて実実施施

地地域域包包括括支支援援セセンンタターーとと連連携携ししたた取取組組のの実実施施

医医療療機機関関等等とと連連携携ししたた取取組組のの実実施施

医医療療費費削削減減をを具具体体的的なな目目標標ととししてて掲掲げげたた取取組組のの実実施施

企企業業をを対対象象ととししたた健健康康教教室室等等のの開開催催((指指導導者者のの派派遣遣をを含含むむ))

特特にに行行っってていいなないい

そそのの他他

図図7777..ススポポーーツツをを通通じじたた健健康康増増進進ににつついいてて

実実施施ししてていいるる取取組組（（複複数数回回答答））
nn＝＝9966ククララブブ

2288..99

1199..66

1144..44

1111..33

33..11

22..11

4411..22

33..11

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%%

ススポポーーツツにによよるる地地域域活活性性化化をを目目的的ととししたた連連携携組組織織（（地地域域スス

ポポーーツツココミミッッシショョンン等等））へへのの参参画画・・協協力力

ススポポーーツツにによよるる地地域域おおここししややままちちづづくくりりにに関関すするる取取組組のの実実施施

ププロロチチーームムややトトッッププアアススリリーートトをを有有すするる企企業業とと連連携携ししたた取取組組

のの実実施施

学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ等等にによよりり指指導導者者ややククララブブのの運運営営補補助助

ととししてて活活用用

企企業業やや大大学学のの施施設設をを活活用用ししたたススポポーーツツ教教室室等等のの開開催催

フフィィッットトネネススククララブブななどどのの民民間間ススポポーーツツククララブブとと連連携携ししたた取取

組組のの実実施施

特特にに行行っってていいなないい

そそのの他他

図図7788..ススポポーーツツにによよるる地地域域活活性性化化・・企企業業やや大大学学ととのの

連連携携ににつついいてて実実施施ししてていいるる取取組組（（複複数数回回答答）） nn＝＝9977ククララブブ
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⑤ 他の総合型クラブや他のスポーツ団体との連携・トップアスリートの活用等 
 他の総合型クラブや他のスポーツ団体との連携・トップアスリートの活用等に関する取組について、

「その他」が 55.8％（R5 は 2.3％）と最も多かった。続いて「特に行っていない」が 18.9%（R5 は 47.7%）、

「近隣のエリアにおいて、総合型クラブとのネットワークを構築し、連携・共同した事業の実施」が 15.8%
（R5 は 22.7%）であった（図 79）。「その他」の具体的な内容は、「利用してもらっている中学校の施設

をシェアしている総合型クラブがあるため、イベント等への参加のお誘いやご招待をした。」等が挙げら

れた。 
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ワワーーククをを構構築築しし、、連連携携・・協協働働ししたた事事業業のの実実施施

他他ののススポポーーツツ団団体体（（総総合合型型ククララブブ除除くく））ととススポポーー

ツツ教教室室等等のの共共同同開開催催

複複数数のの総総合合型型ククララブブにによよるる指指導導者者やや施施設設等等をを共共有有

ししたたススポポーーツツ教教室室等等のの開開催催

他他ののススポポーーツツ団団体体（（総総合合型型ククララブブ除除くく））とと施施設設のの

共共有有

トトッッププアアススリリーートト（（引引退退後後のの選選手手等等））をを活活用用ししたた

ススポポーーツツ教教室室等等のの開開催催

特特にに行行っってていいなないい

そそのの他他

図図7799..他他のの総総合合型型ククララブブやや他他ののススポポーーツツ団団体体ととのの連連携携・・トトッッププアアスス

リリーートト活活用用等等ににつついいてて実実施施ししてていいるる取取組組（（複複数数回回答答）） nn＝＝9955ククララブブ
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（16）クラブの広報手段について 
クラブの広報手段について、「チラシ・パンフレット」が 81.3％（R5 は「チラシ」が 59.1%）と最も

多かった。続いて「ホームページ」が 70.8％（R5 は 73.9%）、「ＳＮＳ（Twitter、Facebook、
Instagram）」が 42.7%（R5 は 39.8%）であった（図 80）。「その他」の具体的な内容は、「実施なし」

「連携している委託事業者のホームページ」「年に一度、スポーツイベントの開催」等が挙げられた。 
また、 クラブの広報における課題は、「ＳＮＳの活用」が 59.1%と最も多かった。続いて「広報を

担当する人材確保」が 54.8%であり、「広報に係る業務負担」が 52.7%であった（図 81）。「その他」の

具体的な内容は「特にない」等が挙げられた。 
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図図8800..  ククララブブのの広広報報手手段段ににつついいてて（（複複数数回回答答））
nn＝＝9966ククララブブ
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広広報報のの効効果果測測定定

そそのの他他

図図8811..ククララブブのの広広報報手手段段ににつついいてて（（複複数数回回答答））
nn＝＝9933ククララブブ

- 46 -



 
 

47 

 

（17）障害者へのスポーツ機会の提供について 
 ① クラブの活動に対する障害者の参加について 

クラブの活動への障害者の参加について、「現在参加している」が 47.4%（R5 は 39.8%）と最も多

く、続いて「受け入れは可能であるが、現在は参加していない」が 23.7%（R5 は「現在は参加してい

ない」が 15.9％、「これまでに参加していないが受け入れは可能である」が 12.5％）、「わからない」が

15.5%（R5 は 18.2%）、であった。一方で、「今後も受け入れることはできない」が 13.4%（R5 は 13.6%）

であった（図 82）。 

 
 
② 障害者のクラブへの参加状況について 
（17）①において「現在参加している」と回答していたクラブにおける障害者のクラブへの参加状況は、

「障害の有無にかかわらず、誰もが参加できるイベント等を用意している」が 63.0%と最も多かった。

続いて、障害の有無にかかわらず、誰もが参加できる定期的な活動や教室を用意している」が 60.9%、

「プログラム・イベント等に障害者のための特別な配慮をしている」が 32.6%であった（図 83）。「その

他」の具体的な内容として、「手話教室」、「文化活動に参加」、「健常者と一緒に活動をしているが、みな

が障害を理解して行っている」等が挙げられた。 
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図図8822..  障障害害者者ののククララブブ活活動動へへのの参参加加状状況況

現現在在参参加加ししてていいるる 受受けけ入入れれはは可可能能ででああるるがが、、現現在在参参加加ししてていいなないい 今今後後もも受受けけ入入れれるるここととははででききなないい わわかかららなないい
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障障害害のの有有無無ににかかかかわわららずず、、誰誰ももがが参参加加ででききるる定定期期的的なな活活動動やや

教教室室をを用用意意ししてていいるる

ププロロググララムム・・イイベベンントト等等にに障障害害者者ののたためめのの特特別別なな配配慮慮ををししてて

いいるる

障障害害者者をを主主なな対対象象ととすするる定定期期的的なな教教室室やや活活動動等等をを用用意意ししてていい

るる

ププロロググララムム・・イイベベンントト等等にに障障害害者者ののたためめのの特特段段のの配配慮慮ははなないい

障障害害者者をを主主なな対対象象ととすするるイイベベンントト等等をを用用意意ししてていいるる

ククララブブののススタタッッフフにに障障害害者者ががいいるる

大大会会出出場場等等をを目目指指すす障障害害者者ののチチーームムががああるる

そそのの他他

図図8833..障障害害者者ののククララブブ活活動動へへのの参参加加状状況況（（複複数数回回答答））
nn＝＝4466ククララブブ
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③事業の種類について 
 （17）②において「定期的な活動や教室を用意している」と回答したクラブに対して、その事業の種類

について尋ねたところ「クラブ独自で行っている事業」が 81.3％と最も多く、次いで「行政から受託し

ている事業が 21.9%、「行政以外の団体等から受託している事業」は 0.0%となっていた（図 84）。 
 

 
 
④障害者の受け入れは可能であるが現在は参加していない理由 
 （17）の①において「受け入れは可能であるが、現在参加していない」と回答したクラブに対して、そ

の理由について尋ねたところ，「募集しているが、障害者の参加希望が無い」が 36.4%と最も多く、続い

て、「クラブのスタッフや障害者がいない」「募集をしていない」が 27.3%となった（図 85）。その他の具

体的な内容としては、「ボッチャの練習会を実施しているが、指導者がいないため、積極的な参加の案内

はしていない。」等が挙げられた。 
 

 
  

8811..33

2211..99

00..00

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

ククララブブ独独自自でで行行っってていいるる事事業業

行行政政かからら受受託託ししてていいるる事事業業

行行政政以以外外のの団団体体等等かからら受受託託ししてていいるる事事業業

図図8844..障障害害者者をを対対象象ととすするる事事業業のの種種類類（（複複数数回回答答）） nn＝＝3322ククララブブ
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そそのの他他

図図8855..障障害害者者のの受受けけ入入れれはは可可能能ででああるるがが、、

現現在在はは参参加加ししてていいなないい理理由由（（複複数数回回答答）） nn＝＝2222ククララブブ
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（18）スポーツ少年団との連携について 
 スポーツ少年団との連携した運営や活動の実施状況について、「連携していない」が 72.4%と最も多か

った。続いて「地域内で行うイベント等の事業において、スポーツ少年団と協力している」「情報交換・

共有の機会を設けている」が 12.2%、「スポーツ少年団の行事や事業に総合型クラブとして協力している」

が 8.2%であった（図 86）。その他の具体的な内容は、「運営に悩んだり困っている少年団へのアドバイス

等のサポート」、「区にスポーツ少年団がない」等が挙げられた。 
 また、「連携していない」と回答したクラブに対して、少年団との今後の連携予定について尋ねたとこ

ろ「連携することは考えていない」が 57.7%と最も多く、次いで「今後連携することについて総合型クラ

ブ内で検討したい」が 39.4%となった。一方で、「今後連携する予定」は 0.0％、「今後連携することにつ

いてスポーツ少年団に相談したい」は 2.8%であった（図 87）。 
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担担っってていいるる
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図図8866..ススポポーーツツ少少年年団団とと連連携携ししたた運運営営やや活活動動（（複複数数回回答答））
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図図8877..  少少年年団団ととのの今今後後のの連連携携予予定定

今今後後連連携携すするる予予定定 今今後後連連携携すするるここととににつついいててススポポーーツツ少少年年団団にに相相談談ししたたいい

今今後後連連携携すするるここととににつついいてて総総合合型型ククララブブ内内でで検検討討ししたたいい 連連携携すするるここととはは考考ええてていいなないい
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